
重点テーマのひとつ目は、広域渋谷圏戦略の

推進です。東急グループではこれまで、「働く」

「暮らす」「遊ぶ」が融合した持続性のある街

をめざすための渋谷まちづくり戦略「Greater 

SHIBUYA 2.0」に沿って、渋谷を起点としたま

ちづくりを推進してきました。そのなかでも、渋

谷を東京の国際競争力No.1を牽引する存在に

すべく、「広域渋谷圏」としての面的な魅力を向

上させる当社グループの取り組みについて、こ

のたび「広域渋谷圏戦略」を策定しました。

現在までの広域渋谷圏では、複数の開発プロ

ジェクトを成し遂げ、地域やテナント、来街者が

一体となった広義の「まちづくり」のスタートラ

インに立ったところといえます。たとえば広域

渋谷圏の特長を活かした産業の育成という観

点では、Shibuya Sakura Stageなどを中心

に、スタートアップを起点として、大学や大企業

を巻き込んだエコシステムの確立に向けての

土台づくりを加速し始めました。また多様なカ

ルチャーの集積や強い発信力により、都市観

光の地としての魅力も高まったことで来街者は

拡大を続けており、当社グループの開発した施

設にも多くの方にご来場いただいている状況

です。そして同時に、街の魅力を底支えする防

災の整備や再生可能エネルギーの導入なども

進めてきました。しかしながら、広域渋谷圏全

ました。「産業育成」では、スタートアップエコシ

ステムを牽引し「SHIBUYA」らしい産業を持続

的に生み出すとともに、職住近接ニーズを踏ま

えた住居や外国人向けサービスを提供します。

「都市観光」では、来街目的となるコンテンツ

の開発による街の魅力と回遊性の向上、多様な

宿泊施設の供給などで来街者の滞在時間と行

動範囲を拡げていきます。そして「都市基盤構

体で見ると、これらの新しい魅力を生み出す取

り組みの拡大に加え、面的な連携を高めること

で、魅力の相乗効果を創出することが必要と当

社グループでは考えております。

そこで本中計では、エリア全体で街の魅力を

さらに高めていくべく、「産業育成」「都市観光」

「都市基盤構築」を3つの柱に、当社グループ

が持つ強みを活かした独自の成長戦略を定め

築」では、行政や地域社会と連携しながら、街

の成長を促進する土台となる6つの要素の頭文

字をとった「GROWTH※」の6つで定め、来街

者や居住者が過ごしやすい環境づくりに努めま

す。本中計期間では、これらの柱を通じ、独自

性のある取り組みを発信しながら、広域渋谷圏

全体の価値最大化をめざします。

※ 都市基盤構築。環境（Green）、安心安全（Resilience）、多様性（Openness）、過ごしやすさ（Well-being）、技術導入（Technology）、協調連携（Harmony）の頭文字をとったもの

3つの領域を軸に「広域渋谷圏戦略」を推進

Greater SHIBUYA 2.0〈東急グループのまちづくり戦略〉

働く・暮らす・遊ぶの融合 デジタル・サステナブルな取り組み

広域渋谷圏戦略

産業育成 都市観光 都市基盤構築

東京の国際競争力を牽引する街へ

スタートアップエコシステムの共創により
「SHIBUYA」らしい産業を持続的に創出

街の魅力と回遊性の向上で
来街者の滞在時間と行動範囲を拡張

Green
環境

Resilience
安心安全

「GROWTH」を中心とした取り組みを通じて、行政や地域社会と連携しながら、街の成長を促進する基礎力を強化

Openness
多様性

都市基盤構築
「GROWTH」 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ Harmony
協調連携

Well-being
過ごしやすさ

Technology
技術導入

・・・ ・・・

産業育成

中長期成長戦略 重点テーマ❶ 広域渋谷圏戦略の推進
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旗艦物件の竣工 -2024 本計画期間 2025-2030 次のステージへ 2031-

広域渋谷圏利益※1

2024年度　190億円
広域渋谷圏利益 約1.5倍へ※2

2030年度　300億円
未来価値創出に向けた投資
期間累計　3,000億円

主要プロジェクト
ネクスト渋谷桜丘地区／
神南一丁目地区／公園通り西地区

中核事業の収益力向上

都内オフィス市場における圧倒的地位の確立

商業施設の事業モデル変革
（リテールメディア事業への転換）

ホテル・レジデンスの拡充

管理・仲介等の不動産サービス
領域でのプレゼンス向上

スタートアップ集積のエコシステム構築
マサチューセッツ工科大学（MIT）の教授陣が監修する
ディープテック分野のスタートアップを支援するコミュニティ
拠点「Sakura Deeptech Shibuya」を展開
ハーバード大学とフェローの研究提言を起点にした、
国内外の大学や自治体、企業と連携した、グローバルな
イノベーションプラットフォーム「TECH-Tokyo」を開設予定

ワーカー向けレジデンスの開発・運営
職住近接という地域特性を活かして、
ワーカーの交流を生み出す住まいを提供

ワーカーが活躍する仕組み
ワーカーの採用・定着力強化と働きやすさ支援

安心安全・快適のプラットフォーマー
街の美化や防災機能拡充などで役割発揮

エリアの脱炭素化推進
再エネ活用などでエリア全体の脱炭素化に寄与

魅力的なコンテンツの創造
パートナー連携を通じて魅力的な
コンテンツを開発し、世界に展開

NETFLIX（ポップアップイベント）
／キュープラザ原宿

ナイトタイムエコノミーの充実
食やナイトクラブ、ホテルなどの
機能を充実させ、夜間滞在人口や
消費額を増加

ハイアットハウス東京渋谷

個性的な街の回遊を促す連続性の創出
街と街をつなぐ結節点を活用した
にぎわいなどの魅力づけで、来街者の回遊を促進

魅力創造
独自性

街の公共性

独自性

産業育成

都市基盤構築「GROWTH」

都市観光

※1. 広域渋⾕圏に関連する当社グループ全体の収⼊から、原価およびエリア固有の経費を差し引いた数値（マンション分譲益および投資家向け売却益等を除く） 　※2. 対2024年度

中期経営計画2030期間中に３つの柱で行う具

体的な施策は多岐にわたっており、それらによっ

て広域渋谷圏ならではの魅力を捉え、利益拡大

を図ります。まず産業育成では、広域渋谷圏を

世界的なスタートアップ集積地とするエコシステ

ムの構築や、クリエイティブ産業の育成などを推

進すべく、世界トップクラスの大学の教授や機関

との連携によるコミュニティ育成を通じ、起業家

てそれらを支える土台となる都市基盤構築では、

各アセットにおける防災機能強化やワーカーの

満足度向上に向けた環境整備など、基礎力を強

化し、競争力向上につなげます。

これらに加え、中核事業の収益力向上もあわ

せて進めていきます。オフィス市場における圧

倒的地位の確立や商業施設の事業モデル変

革、ホテル・レジデンスの拡充や管理・仲介等

育成・事業化支援などに取り組んでいるところ

です。都市観光では、コンテンツ・メディア事業

の推進、ナイトタイムエコノミーの充実などの体

験価値を重視した機能の拡充や、エリア間の回

遊性向上施策を実施します。2024年2月には

Shibuya Sakura Stage内に「ハイアット ハウス 

東京 渋谷」を開業するなど、渋谷に滞在する楽し

さを実感できるよう整備を進めていきます。そし

の不動産サービス領域でのプレゼンス向上に

より、安定成長の実現に努めます。こうした各

施策を組み合わせることで、本計画期間におい

て、広域渋谷圏利益として、2024年度の190

億円から、2030年度に約1.5倍の300億円に

伸長させるとともに、上記の事業を通じた未来

価値創出に向けた投資として、累計3,000億

円を投資する計画としています。

中長期成長戦略 重点テーマ❶ 広域渋谷圏戦略の推進

広域渋谷圏における今後の主要施策
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参考

複合施設

商業施設

オフィスビル

ホテル

東急プラザ
表参道
「オモカド」

渋谷フクラス

東急プラザ
原宿
「ハラカド」

Forestgate Daikanyama

代々木公園
BE STAGE

Shibuya
Sakura
Stage

日本のなかでも、渋谷駅は4社9路線が乗り入れる国内有数のターミ
ナル駅です。広域渋谷圏に所在するその他の駅も多数の乗り入れが
あり、利便性が高い地域です。スタートアップ企業や、ベンチャーキャ
ピタルも多数存在し、新しいビジネスが創発される街でもあります。

また、東京都のなかでも、渋谷は訪日外国人が観光に訪れる場所と
して2022年から2024年において連続1位を獲得するなど、観光都
市として確立されてきました。一方、都心5区ではホテル客室数が最
も少なく、増加余地が大きい地域です。

渋谷がホームグラウンドである私たちは、グループ連携による競争優
位性を高めた事業戦略で、広域渋谷圏の成長を牽引しながら、さらな
る地域の魅力向上と東京の国際競争力の強化に寄与していきます。

広域渋谷圏の特長

※1. 三鬼商事「オフィスリポート 東京2025」　　※2. 帝国データバンク「全国『新興・スタートアップ企業』の動向調査（2023年）」（2024.06.11）
※3. 2025年5月時点（着工前2019年3月と比較）株式会社ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」調べ
※4. 訪問率：令和6年 国・地域別外国人旅行者行動特性調査（東京都）、満足度：令和5年同調査　　※5. 令和4年度 東京都衛生統計年報

渋谷の特長

1.	エンタテイメントと流行の中心	 2.IT企業やスタートアップの集積
3.	特徴のあるまち同士が隣接	 4.高い観光競争力

中長期成長戦略 重点テーマ❶ 広域渋谷圏戦略の推進

渋谷
新宿・大久保

銀座
東京駅周辺・丸の内・日本橋

浅草
秋葉原
上野

原宿・表参道・青山
六本木・赤坂

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％

62.6％

45.4％

44.5％

25.7％

80.0％

53.4％

51.9％

51.1％

35.2％

33.1％

渋谷の主要データ

オフィス床面積増加率※1

約22%増

（2018年度比） （着工前2019年3月→2025年5月比較）

主要観光地における
インバウンド満足率※4 1位

東京23区における
スタートアップ企業出現率※2

1位

Shibuya Sakura Stage周辺の人流変化※3

・施設周辺の人流：175％に増加
・代官山方面の人流：140％に増加

インバウンド訪問率※4

訪日外国人が訪問した場所

渋谷区 千代田区 中央区 港区 新宿区

40,000

30,000

20,000

10,000

0

24,429

31,779

22,521

（室）

7,429

17,726

ホテル客室数※5
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